
No.1

<令和5年3月24日現在の推薦 ・ 応募状況一覧>

農地利用最適化推進委員（応募） 応募した者の数　（5名）

営農類型 耕作面積

農業従事者の高齢化が進む中で、担い手不足等の問題を抱える
地域であるが、現状の耕作地が今後も続くよう、微力ながら、力に
なりたく応募します。

無会社員 大塚
H28.4～　多面的支払い「上吉田水土里を守る会」会長
R2.4～　「上吉田圃場整備事業推進協議会」副会長

水稲
田153ａ
畑  92ａ
計245ａ

3 大久佐　修二 男 62

無5 荒島
H19～H29　農協理事
H10～H30　荒島農政会議会長

水稲
田133ａ
畑  27ａ
計160ａ

地域農業(農地)の維持と継続の一助をめざす。松本　雄一郎 男 77 農業

年齢 職業 区域 経歴
農業経営の状況

無

応募する理由
農業委員への
応募の有無

4 加藤　重治 男 76 農業 荒島

番
号

応募者

氏名 性別

S40.3　安来高等学校卒業
S44.4　三菱農機（株）入社
H12.3　三菱農機（株）退職
H12.4　三菱興産入社
H22.3　三菱興産退職
R2.8～　農地利用最適化推進委員
現在　農業

水稲
田67ａ
畑21ａ
計88ａ

農産物確保のための農地の維持と継続

無小藤　昇 男 72 農業 布部2
Ｈ13.11　広瀬町農業委員
Ｈ16.10～　安来市農業委員
H29.8～現在　農地利用最適化推進委員

水稲
露地野菜
果樹

田70ａ
畑  8ａ
計78ａ

農業委員・農地利用最適化推進委員の経験を活かして、特に、中
山間地域農業を守るため、推進委員に応募いたしました。

1 松坂　祐二 男 71

地区の土地利用の考え方を踏まえ、保全と農業生産を促進するた
めに、農用地の利用調整や、担い手を掘り起こし育成と確保に努
めたい。また行政と地域のパイプ役となり、地域農業の発展を目指
したい。

無
会計年度
任用職員

広瀬

S50.8　三菱農機株式会社入社
H17.4　菱農エンジニアリング株式会社へ転籍
H24.3　菱農エンジニアリング株式会社退社
H24.4　松江市役所　産業観光部　嘱託社員
H25.6　松江市役所　産業経済部　まつえ産業支援センター嘱託
社員
R2.4～現在　松江市役所産業経済部まつえ産業支援センター会
計年度任用職員
R2.8～現在　安来市農業委員会農地利用最適化推進委員

水稲
田105ａ
畑  31ａ
計136ａ


